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昨年度の取り組み

行政・大学・学生が連携し
地域の社会課題を解決

行政

大学 学生

高齢者

地域課題:認知症、フレイル
特徴:大学・学生の強みを活かせる



【①介護予防事業の企画】
・多職種(他学科)との協力
・計測や体験からフレイル予防

【②自主練習による効果の検証】
・参加者に自主練習の課題を出す
⇒認知症予防の効果検証

本年度の目標 2つ！



【①介護予防事業の企画】
□他学科と協働
作業
言語聴覚
視機能

□計測・体験を含む
講演だけでない
各学科の強み

大学教員30名、学生42名で開催



健康で年をとるための枠組み ICOPE（WHO）

視覚
聴覚
栄養
認知 など

実感
↓
計測
↓
評価



午前の部 43名
専門機器を導入しての計測・体験



午後の部 120名
講演・体操指導

• 講演

• 体操



【②自主練習による効果の検証】
□自宅での自主練習の強化 □チェックによる意欲向上



結果
●20名が3か月間(2週間に１回)のコグニ教室に参加した

●自主課題群は、情報処理と記憶全般で介入前後で有意に改善した

2024年 対照群 2025年 自主課題群

介入前 介入後 効果量 介入前 介入後 効果量
即時再認
(正解数)

7.7±1.5 8.1±1.3 0.387 7.5(6.6-8.7) 9.0(8.0-9.5) ＊ 0.443

遅延再生
(正解数)

4.1±2.3 4.6±2.5 0.176 4.4±2.1 5.4±2.1＊ 0.817

遅延再認
(正解数)

7.5(6.8-8.0) 9.0(7.8-9.0) ＊ 0.352 7.5(6.0-9.0) 8.0(7.0-9.0) ＊ 0.341

情報処理
(処理数)

46.1±12.1 50.3±13.0＊ 0.888 46.0±10.3 48.5±8.3＊ 0.590

注意機能
(処理時間:秒)

1.2(1.0-1.3) 1.1(0.9-1.3) 0.412 1.4±0.3 1.3±0.2 0.417

遂行機能
(処理時間:秒)

2.2(1.7-2.9) 1.8(1.6-2.5) 0.145 2.4(2.1-2.5) 1.9(1.7-3.0) 0.004



考察:改善の要因 なぜ広範な改善が得られたのか?

●毎回の自主課題課題実施とノート記入によるモニタリングが、

教室外での認知機能への刺激量を高めた可能性が考えられます。

●特に、自主的に行った課題を「思い出しながら記録する」という

想起プロセスが、記憶の定着に大きく寄与した可能性がある



地域団体との連携
行政
地域コミュニティ

大学 学生

高齢者

地域住民との交流
医療職の接遇能力の向上

社会問題の共有
イベントの広報、運営協力

社会問題解決のための計測、
講演、イベントの実施

●毎年イベントを継続してほしい
●身体のことを知れるいい機会
●大学と学生が協力してくれて参
加者も喜んでいる



①多職種での企画

②自主練習の
効果検証

今後の活動方針

→継続的に実施

→多くの高齢者
に届ける


